
令和５年１１月１日  
 

報道機関 各位 
 

市 民 活 動 情 報 
 

 川崎コミュニティセンターから、拉致問題を考える地域活動に関する情報が寄せられ

ました。 

 つきましては、下記のとおり概要をお知らせいたしますので、周知にご協力いただく

とともに、貴社で取材くださいますようお願いいたします。 
 

標 題 
地域で拉致問題を深く考える 

「拉致問題を考えるパネル展」を開催 

日 時 

① 11月 11日(土)13時～16時、12日(日)９時～13時 

（川崎コミュニティ文化祭を同日開催） 

② 11月 14日(火)～17日(金）9時～16時 

場 所 
① 川崎コミュニティセンター（川崎 6-2407-5） 

② 川崎コミュニティセンター分館（地蔵 1-4-1） 

内 容 

 特定失踪者※の中村三奈子さんの自宅がある地域の川崎コミュニティ

センターは、地域の皆さんで拉致問題を考えていくことを目的に、令和

２年３月から、中村三奈子さんの幼少期から高校時代までの様子を紹介

する常設パネル展を開催しています。 

 このたび、拉致問題への理解をより深め、情報提供を呼び掛けるため、

新潟県から写真パネル十数枚を借用して、拉致被害者や特定失踪者を紹

介するパネル展を開催します。この機会に地域住民に限らず広く市民の

皆様からも来場いただきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※北朝鮮による拉致の可能性のある失踪者。中村三奈子さんは、1998（平成 10）

年４月、18歳のときに行方がわからなくなり、2003（平成 15）年７月に特定失

踪者として発表され、現在に至るまで 25年もの間、消息不明となっています。 

問  い 

合わせ 

川崎コミュニティセンター センター長・島岡 

電話０２５８－３５－３９３５ 

情報提
供課名 

人権・男女共同参画課 松木 

電話０２５８－３９－２７４６ 

 

中村三奈子さん（１５歳の時の写真） 


